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これからの「サステナブル経営」
•正の影響の創出
•経営との一体化
• リスク回避＋機会創出

新たな
「サステナブル経営」

推進の難しさ

これまでの「サステナブル経営」
•負の影響の最小化
•社会貢献的
• リスク回避

社会変化
気候変動・ESG期待・
イニシアチブ勃興

企業にとっての「サステナブル経営」の意味合いの変化

「サステナブル経営」という言葉が持つ意味合いは、変化しています
（社会貢献的な位置づけから、経営戦略と不可分な位置づけへ）

企業群



「サステナブル経営」を巡る企業への取組・開示の期待の高まり

社会が企業に求める開示アジェンダと項目が拡大しています

~2017年 2022年～

(‘19)FTSE
水関連項目の見直し
（ガバナンス、戦略、リスク管
理、指標、目標に焦点）

(‘22)CDP
IUCNのガイドラインに沿っ
た生物多様性項目の追加
（影響評価、戦略・目標、
指標、実績に関する設問の
追加）

低炭素社会に向けた
具体的な移行計画が

評価される様に
（EV関連項目も追加）

変化サマリ

(‘18)DJSI
CDP・TCFDに整合した内容
へ（新規質問の追加と
対象業種の拡大）

(‘21)DJSI
消費を含む製品ライフサイクル
を考慮した設問の更新（LCA
やリサイクルを考慮した包装や
製品スチュワードシップを評価す
る項目を追加）

(‘17)DJSI
水関連項目の見直し
（水関連リスクのマネジメント
や事業の水リスクに関する項
目の追加・見直し）

(‘21)DJSI
生物多様性項目の見直し
（エクスポージャー・影響評価
に関する項目の見直し、森林
破壊防止の項目を新規追
加）
製品LCAの設問を更新
(4年分のLCAデータを要求)

影響評価に加え、
今後の戦略・目標等の
開示が求められる様に

(‘20)CDP
水ストレス地域での活動を重
視した質問内容へ変更

(‘20)CDP
生態系復元や土地利用に関
する設問を全企業共有の項
目へ変更

開示項目の
拡充が進む

（21年にはバイオ燃料が追加）

資源循環に資する
項目の開示が
求められる様に

ESG格付け機関の17年～22年における変化を各社開示情報を基にEY整理
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TCFDに準じた項目の
開示に加え、開示

項目の詳細化が進む

(‘19)CDP
森林関連リスク対応を財務
レポートへの報告有無の設
問を新規追加

(‘21)CDP
バイオ燃料の生産・消費に関
する設問を新規追加

(‘18)DJSI
生物多様性へのコミットメン
ト・エクスポージャーと影響評
価に係る項目の追加
（生物多様性の定期的な影
響評価と管理プラン、対応策
の開示が必要）

(‘20)DJSI
製品における資源の定量化
項目の追加（リサイクル率、
リサイクル・持続可能資源量、
有害物質使用量の開示）

(‘19)DJSI
廃棄物関連指数を売上高
単位で他社と比較

(‘19)DJSI
水関連指数（水消費量）
を売上高単位で他社比較

(‘21)CDP
排水の処理レベルに関する項
目を追加（企業の排水のモ
ニタリングの有無を確認）

(‘18)CDP
水リスクの評価や戦略への
取組などを新規追加し、
TCFDや気候変動質問書に
整合する内容へと大幅に変
更

(‘18)FTSE
Climate Action 100と整
合した内容へ

(‘18)CDP
気候変動ガバナンス、リスク
と機会などの質問の追加

(‘19)DJSI
低炭素計画に関する項目追
加（持続可能なエネルギーへ
の移行に伴った企業の戦略と
ビジネスモデル移行を評価す
る設問へと見直し）

(‘21)DJSI
EV車に関する設問・気候リ
スク関連の設問を追加
(‘21)FTSE
低炭素社会への移行準備度
合への評価項目を追加

(‘21)CDP
低炭素計画に関する項目の
新規追加

(‘22)CDP
低炭素計画に関する指標
の追加（戦略とビジネスモ
デルが着実に移行へと進ん
でいるかを評価する質問が
設定。また、RE100加盟企
業用に専用の設問が用意さ
れる予定）



気候変動を例とした企業の取組

サステナブル経営では目標を設定し、目標達成に向けた活動を様々なイニシアティブやツール・
社内外の部隊と連携し、企業価値向上に効果的な取組を進めていくことが期待されます

ステップ

アクション

イネーブラー
例

①
現在の
立ち位置を
把握する

②
目指すゴールと
意気込みを
定める

③
ゴールへの
道筋を

明らかにする

④
道筋を

実際に歩んで
成果を出す

⑤
意気込みと
成果を外部に
発信する

現状把握 情報開示戦略策定

体制整備

制度設計

計画策定

計画実行

対策実施

進捗確認

目標設定

ビジョン定義

CO2測定
ツール

SBT
TCFD

委員会・
専門部隊

ICP・
非財務KPI 行動科学CO2測定

ツール クリエイティブ委員会・
専門部隊

定点観測
⑥

変化の速い外部環境を
把握し軌道修正する

• GHG排出量
• CN進捗状況
・・・・

カーボンニュートラルに向けた取り組みに対し、継続的な を
実施し、定期的に情報を開示し続けることも必要

※スコープ 含む


